
高強度折板

高断熱二重折板工法 施工マニュアル
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軒先見切り付面戸

化粧フレーム

外壁

止水面戸

棟包み

断熱金具
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エプロン面戸
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タイトフレーム

妻用タイトフレームセット

妻用押え金具

継ぎ金具

下折板 ：

上折板 ：
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4 純 正 部 材

屋根30分耐火認定
■ 認定番号：FPO30RF-1896（1）～（4）
● 上折板／0.8mm以上
● 下折板／0.6mm以上
● 母屋間隔／5.6m以下
● 断熱材／グラスウール 10kg/m3  100mm

■ 断熱性
● 熱貫流率 0.64W/m2K
　 （グラスウール 10kg/m3  100mm）

使 用 原 板 厚 上折板：0.8mm／下折板：0.6mm～0.8mm

使 用 原 板 幅 762mm

働 　 き 　 幅 500mm

m2 当り必要m数 2.0m

屋 根 勾 配 3/100 以上

断 　 熱 　 材 グラスウール  10kg/m3  100mm

裏 　 打 　 材 裏打材無し、ガラス繊維系 t=5mm、

無機質高充填フォームプラスチック t=4mm

※屋根勾配 10/100 以上については お問い合わせください。

断熱金具セット /DL-60

断熱金具　材質：溶融亜鉛めっき鋼板
DL-20

t=2.6mm

継ぎ金具：
溶融亜鉛めっき鋼板
DL-21

独立断熱金具セット
DL-93

断熱金具特殊端部
スターターセット
DL-95

ナット

t=1.6mm

妻用押さえ金具：
溶融亜鉛めっき鋼板
DL-30

t=1.6mm

M 10×3 個

M 10×2 本
　=20mm

継ぎ金具：
溶融亜鉛めっき鋼板
DL-21

ボルト・ナット

t=1.6mm

妻用断熱金具セット /DL-65
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M 10×2 個

妻用断熱金具
材質：溶融亜鉛めっき鋼板
DL-25

t=2.6mm

15
8

単位：mm

※裏打ち材の組合せで枝番が変わります。

45

30
210

上折板 ：

下折板 ：

断熱材

断熱金具

タイトフレーム継ぎ金具

働き巾 500@500 @500
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5

※屋根伏形状が台形などで斜め切断が含まれる場合は、ご相談ください。
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5 標 準 施 工 方 法

■ 下折板の施工
① 下折板を取り付けてください。

※施工方法については、弊社『ニスクルーフ L145 施工マニュアル』を
　ご参照ください。

■ 断熱金具の取り付け

 一般部
① 断熱金具を下折板本体斜面の下段にセットしてください。

② 継ぎ金具を断熱金具の間にセットし、ナットを締め固定
　してください。

注  意
断熱金具は、必ず下折板タイトフレーム上に取付けて
ください。下折板の施工マーク（凸マーク）が目印です。
また隣同士の金具の通りを合わせてください。

下折板

下折板

断熱金具（DL-20）

施工マーク

断熱金具（DL-20）

継ぎ金具（DL-21）

断熱金具（DL-20）

継ぎ金具（DL-21）

ナット

注  意
継ぎ金具は、左右均等に金づち等で叩きながら落と
し込んでください。片側のみを落とし込みますと、
セットできなくなる恐れがあります。
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 けらば部
梁部と梁間部では、妻用断熱金具の固定方法が異なります
ので、各々の固定方法の説明部分をご参照ください。

  梁 部
① 妻用断熱金具の片側を 下折板 斜面の下段にセットし、
　 片側を下折板妻用タイトフレームにボルト、ナットにて
　 固定してください。

② 継ぎ金具を断熱金具と妻用断熱金具との間にセットし、
　ナットを締め固定してください。

  梁間部
① 妻用断熱金具の片側を下折板タイトフレームの下段部に
　 ドリルビス（φ6）にて固定してください。
　 片側は下折板妻用タイトフレームにボルト、ナットにて
　 固定してください。

妻用断熱金具
（DL-25）

妻用タイトフレームセット
（DL-15）

妻用タイトフレームのスリット
に、妻用断熱金具の突起部を
差し込んでください。

注  意
継ぎ金具は、左右均等に金づち等で叩きながら落と
し込んでください。片側のみを落とし込みますと、
セットできなくなる恐れがあります。

妻用断熱金具（DL-25）

ドリルビス φ6

  梁 部

  梁 部

  梁間部

  梁間部

約1
000
mm

タイトフレーム
（DL-10）

妻用タイトフレーム

妻用タイトフレーム用
受下地

妻用タイトフレーム
セット（DL-15）

ボルト・ナット

下折板

妻用断熱金具（DL-25）

妻用押さえ金具

断熱金具（DL-20）

妻用タイトフレーム
セット（DL-15）

妻用断熱金具（DL-25）

断熱金具（DL-20）

継ぎ金具（DL-21）

ナット

下折板 妻用タイトフレーム
セット（DL-15）

ボルト・ナット

妻用断熱金具（DL-25）

ドリルビス φ6
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■ 断熱材の敷き込み
【50mm　2層の場合】
① グラスウール（10kg/m3、t=50mm）を 2重に下折板上
　 に敷き込んでください。

② 上下グラスウールジョイント部は、重ならないように
　 ずらして敷き込んでください。

【100mm　1層の場合】
① グラスウールは折板と直角に水下側より敷詰め、隙間が
　 無いようにします。

注  意
グラスウールの敷き込み作業中は、ビニールシート
などを用意して、不意の降雨などで濡らさないよう
に注意してください。

※図は、50mm 2 層で表現しています。

注  意
上折板を嵌合させるため、断熱金具部分については、
グラスウールにカッターナイフなどで切れ目を入れ、
必ず嵌合爪部を完全に露出させてください。

断熱材

嵌合爪部
断熱金具
（DL-20）

下折板

軒先側
敷き
込み
方向

断熱金具（DL-20）

1層目グラスウール

2層目グラスウール

500
mm

100
0m
m

100
0m
m

継ぎ目

継ぎ目

500mm
1000mm

1000mm

2層目グラスウール

敷き込み方
向

軒
先
側

1層目グラスウール
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■ 上折板の取り付け
●本体の仮葺き
① 断熱金具の取付けミスがないかを確認した後、割付けに
　 合わせ、必ず軒先を合わせてから本体を仮葺きします。

●本体の嵌合
① 下ハゼに上ハゼを引っ掛けながら本体を落とし込みます。

② 本体に踏み込み、嵌合させます。

検査（嵌合の確認）
本体が嵌合している場合、断熱金具上面の凸部によって
本体へ施工マークが出ます。本体が嵌合していない場合、
施工マークはでません。

注  意
必ず軒先を合わせてから、
本体を仮葺き 及び 嵌合
してください。

水糸等

注  意
屋根材の飛散防止
途中で工事を中断する場合、
屋根材の飛散防止の処置を
行ってください。
例）妻用押さえ金具で屋根材を
　   仮固定します。

妻用
押さえ金具

断熱金具（DL-20）

断熱材

上折板

断熱金具（DL-20）断熱材

上折板

断熱金具（DL-20）断熱材

上折板

施工マーク

上ハゼ 下ハゼ

嵌合爪

断熱金具（DL-20）

タイトフレーム
（DL-10）

嵌合爪

　踏み込んでください。　

継ぎ金具（DL-21）
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●ハゼ締め
① 手動ハゼ締め機で断熱金具の上部近傍、母屋の中間部を
　 手締めし、仮止めします。

② 軒先部 や 棟部は、電動シーマーが使えないため、手動
　 ハゼ締め機で手締めします。

③ さらに、手動ハゼ締め機で手締めした箇所以外の部分を
　 電動シーマーでハゼ締めをし、仕上げます。

注  意
電動シーマーの動きに注意して、人は内側にいる
ようにしてください。また 軒先まで電動シーマー
をかけないでください。シーマーの落下、及び人
の転落につながる恐れがあります。軒先及び棟部
は 原則として、手動ハゼ締め機による手締めで、
ハゼ締めを行なってください。

注  意
断熱金具の真上では施工マークがキズ付く事がある
ため避けてください。

検査
ハゼ部を横から見て、全体にハゼ締めが されているか
どうか確認してください。

ハゼ締め

ハゼ締め

上折板

断熱金具（DL-20）
の上部近傍

断熱金具の上部近傍

上折板

母屋

母屋の中間部

上折板

ハゼ締め

目線でハゼの
締まりを確認

　断熱金具（DL-20）

　断熱材

嵌合爪

嵌合爪

手動ハゼ締め機

電動シーマー
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■ 水上部の固定
① 屋根本体のずれ防止のため、棟部において 本体を断熱
　 金具に、下図位置にてドリルビス（φ6）で止め、ビス頭
　 をシーリングしてください。

■ けらば部の固定
① 妻用断熱金具上部に妻用押さえ金具をボルト、ナットで
　 固定し、本体を押さえてください。

断熱金具（DL-20） ドリルビスφ6

施工マーク

10mm

ドリルビス

施工マーク

シーリング

止水面戸

定型シーリング

下折板

上折板

妻用タイトフレームセット
（DL-15）

妻用断熱金具
（DL-25）

ボルト・ナット

妻用押さえ金具
（DL-30）
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6 参 考 納 ま り 図
● 軒先部

● 棟部

● けらば部

断熱材 ： グラスウール

塞ぎ板止水面戸（DL-45）
3方シーリング処理

棟固定ビス
棟包み

棟部グラスウール

定形シーリング

鉄骨梁（鉄骨工事）

断熱材 ： グラスウール

止水面戸（DL-45）
3方シーリング処理

断熱金具（DL-20）

断熱金具（DL-20）

断熱金具（DL-20）

棟用金具
（DL-80）

エプロン面戸（DL-44）

ハゼ面戸（BS-55）

妻用押さえ金具（DL-30）

妻用断熱金具（DL-25）

塞ぎ板

外壁 ： 角波

ケミカル面戸

軒先面戸（DL-40）

軒先面戸（DL-40）

タイトフレーム（DL-10）

タイトフレーム（DL-10）

折板受け下地 ： C-100×50×20×2.3
（鉄骨工事）

下地 ： C-100×50×20×2.3（鉄骨工事）

妻用タイトフレーム
セット（DL-15）

鉄骨梁（鉄骨工事）

尾垂れ加工　　

下地（鉄骨工事）

山高の5倍以下
※それ以上は別途ご相談ください。

三方シーリ ング処理
※屋根取り合い部　　

伸縮水切り

ケミカル面戸

外壁 ： 角波

断熱材 ： グラスウール

継ぎ金具
（DL-21）

けらば包み

上折板 ：

下折板 ：

上折板 ：

上折板 ：

下折板 ：

下折板 ：
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● 片棟部

● 外壁取り合い部（妻部）

● 外壁取り合い部（水上）

妻用押さえ金具（DL-30）

妻用断熱金具（DL-25）

塞ぎ板

断熱金具（DL-20）

定型シーリング

断熱材 : グラスウール

断熱金具（DL-20）

壁際取合水切

ケミカル面戸

ケミカル面戸
外壁 : 角波

外壁 : 角波

壁際取合水切

断熱材 ： グラスウール

継ぎ金具（DL-21）タイトフレーム（DL-10）

妻用タイトフレーム（DL-11）

タイトフレーム（DL-10）

エプロン面戸（DL-44）
止水面戸（DL-45）
3方シーリング処理

棟固定ビス
ハゼ面戸（BS-55）

棟用金具（DL-80）

断熱材 ： グラスウール

タイトフレーム（DL-10）
エプロン面戸（DL-44）

断熱金具
（DL-20）

止水面戸（DL-45）
3方シーリング処理

棟固定ビス

止水面戸（DL-45）
3方シーリング処理

片棟包み

外壁 ： 角波

ハゼ面戸（BS-55）
定型シーリング

棟用金具（DL-80）

塞ぎ板

ケミカル面戸

上折板 ：

上折板 ：

上折板 ：

下折板 ：

下折板 ：

下折板 ：
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